
 

海外レポート アメリカ ニューヨーク   

「アメリカ、ニューヨークの決済事情」 蟬本 睦 

＜一般的ではない QR コード決済＞  

 アメリカでは元々QR コードの利用が一般的では

ありませんでしたが、ようやく QR コードが使用され

るようになってきました。例えば、メニューを置いて

いないレストランで、QR コードをスマホで読み取っ

てスマホから注文するといった例も最近かなり増え

ています。一方、日本でも近年普及してきている QR

コード決済はどうでしょうか？実は、アメリカではま

だまだ普及していない実状があります。 

 

＜クレジットカード会社の牙城＞ 

 雑誌フォーブス誌の電子版の本年 3 月 9 日付の記

事「Credit Card Statistics And Trends 2023（ク

レジットカードに関する統計とトレンド）」によれば、

米国の成人の 84％がクレジットカードを保有してい

ます。米国はアメリカンエキスプレス（Amex）、ビザ、

マスター、ディスカバー（ダイナーズを傘下に持つ）

の本拠地であり、その牙城は今のところは揺るぎない

ものとなっているのではないでしょうか。 

 

＜ビジネス取引でも使われるクレジットカード＞ 

 米国では会社同士の取引にもよくクレジットカー

ドを使用します。展示会に出る際にも、ブースの申し

込み、レンタル備品や電気の申し込み、全てクレジッ

トカードが必要です。 

 また、筆者は全米の小売店に商品を卸す商売もして

いますが、その取引のほとんどはクレジットカード決

済によるものです。理由としては、売り手側として、

１）小切手は不渡りになることがままあるのでリスク

が高く、小切手は受け取りたくない、２）銀行送金の

手数料が高く、お客様に嫌がられる、３）クレジット

カードが使える相手はその分、カード会社の与信があ

るということなので、ある程度信用できるなどが挙げ

られます。数パーセントの手数料を払ってでもクレジ

ットカードで支払ってもらうメリットがあります。 

 一方で、お客様側からすれば、１）手数料がなく、

ポイント還元のサービスが受けられる、２）支払い明

細が来るのが１ヶ月近く先で、後で支払うことができ

る、３）商品が届かない場合など、クレジットカード

会社に苦情を言うことで、支払った代金を取り戻した

りできるのでリスクが低いなど、双方にメリットがあ

り、普及しているのではないでしょうか。 

 

＜ようやく普及してきた非接触型決済＞ 

 ニューヨークの地下鉄では、長らくメトロカードと

いう改札を通す磁気カードが使用されていましたが、

近年、ようやく非接触型の乗車券が導入されました。

これは、クレジットカードのタッチ決済機能を使用す

るもので、2019 年より使用が開始され、パンデミッ

ク中にほとんどの地下鉄駅、バスなどに導入が完了し

ました。 

 
【ニューヨーク地下鉄の公式ページより抜粋】 

 

 また、この地下鉄のシステムでも使用できるのが、

アップルペイとグーグルペイです。これらは主にクレ

ジットカードと紐づけたアイフォンやアンドロイド

のスマートフォンを使用する電子マネー的な決済で

すが、徐々にさまざまな商業施設での使用ができるよ

うになってきました。 

 JR東日本がSuica（スイカ）を導入したのが2001

年ですから、日本に遅れること 20 年、ようやくとい

う感じですが、こうやって見れば、アップル、グーグ

ル、アメックス、ビザ、マスターと全てアメリカの企

業、ブランドです。Suica（スイカ）で使用されてい

る FeliCa（フェリカ）などは処理速度も早く、機能と

しては比較的優位にあるようなので、日本初の決済サ

ービスもここ米国で頑張って欲しいものです。 


